
   

  

 

 

 

 

 

   「コロナ禍の中で子どもを見守る」 
 

相模原市立青少年相談センター 所長 水野 正人 
 

 
 
 
 
 

 新型コロナウイルスの感染拡大で、私たちの

生活は一変しました。この状況が、すでに１年以

上の長期にわたっており、生活の中で様々な困

難さが出ています。 

３月に、厚生労働省と警察庁から「令和２年中

における自殺の状況」が発表され、その中で、女

性の自殺の増加や 10 代・20 代の自殺死亡率が大

きく上昇していることが指摘されました。 

10 代の自殺死亡率の上昇についてですが、特

に、受験期を迎えた子どもたちは、ただでさえ大

きな不安を抱えています。その上、生活の変化に

よるストレスが加われば、虐待等の過酷な生育

環境が背景にある子どもなどは、予期せぬ行動

に出ることも十分に考えられます。多くの子ど

もたちは、コロナ禍の中でも、日々の生活を前向

きに送ろうとしています。しかし、支援を要する

子どもは確実に増えているのです。青少年相談

センターでも、学校が再開した昨年の６月以降、

相談件数が増加する傾向にあります。こうした

中では、特に「つながって見守る」ことの必要性

を強く感じます。 

子どもが発するサインは「自殺のほのめかし」

「自傷行為」「不登校」や「家出」など、明ら 

 かにリスクが高いと分かるものから、「身だしな

みを気にしなくなる」「注意力が散漫になる」「投

げやりな態度が目立つ」など、自殺とは結びつき

にくいものまで様々です。そこで、チェックリス

ト等を活用して困っている子どものサインを早

期にキャッチし、子どもに寄り添い、なぜそのよ

うに表出しているのか分析すること（アセスメ

ント）が大切になります。子ども・家庭と学校の

先生の支援に加え、当センターのカウンセラー

やスクールソーシャルワーカー、関係機関の職

員等の「支援者」とつながれば、より正確な分析

ができます。そして、効果的な支援をチームで行

うことができます。具体的な支援を考える上で

は、GIGA スクール構想のタブレット端末の活用

も有効な手立てになると思います。 

全国的な調査では、例年、長期休業明けの時期

に自殺者が増加する傾向があります。コロナ禍

の中では、どの子どもにもリスクがあることを

前提に、私たち大人がつながって、大切な子ども

たちを一緒に見守っていく心構えが必要だと思

います。 
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学校現場に入ってみると、経済的な困窮や保護者の病

気、発達の課題などによって、毎日登校することができ

ない子どもたちの様子を目の当たりにすることがあり

ます。そんな中でも先生方は「子どもファースト」の視

点で、一人ひとりに対して支援プランを立て、少しでも

登校しやすい環境を整えようとしてくださっています。 

しかし、子どもや家庭が抱える問題は多様で、先生方

だけでは支えきれない難しさがあります。私はスクール

ソーシャルワーカーとして、そんな先生方と子ども、家

庭をつなぐ役割を担っていけたらと思っています。子ど

もや家族、先生方に寄り添って一緒に考え、みんなが笑

顔で学校生活を送ることができるように、支援していき

ます。  

     （スクールソーシャルワーカー） 

休みが続いている子どもとの関わりには配慮が必要

です。では、どのような配慮が適切なのでしょうか。色々

な答えがあるはずですが、私は、その子どもを“ひとり

の子ども”としてみることを大事にしたいと考えていま

す。 

以前、ある保護者が語っていた言葉が印象的でした。

「今年の担任は、うちの子どもをひとりの子どもとして

みてくれています。去年の担任は、とても明るくて楽し

い先生でしたが、うちの子どもを不登校の子どもとして

みていました。」この言葉を聞いて、私はハッとしまし

た。ひとりの子どもとしてみることは、その子どもの存

在を認めることに通じるはずで、それはその子どもの自

己肯定感に関わります。その意味はとても大きいと思い

ます。         （青少年教育カウンセラー） 

「ほっとひとこま」 
青少年教育カウンセラーとスクールソ

ーシャルワーカーが、日々の心温まるひ

と時について教えてくれました。 
その７３ 

５月１５日、青少年相談センターにて「第１回不登校を考えるつどい」を開催しました。 

「不登校への理解 子どもに寄り添う」というテーマで、講話やグループ別の話し合いを

もちました。参加された方からは「同じ立場の保護者と話ができて少し心が軽くなった」等の感想が寄せられました。また、６

月２６日、７月１日、３日には第２回のつどいを「さまざまな進路選択や学びの場」をテーマに、３区それぞれで開催しました。

市内フリースクールの方からも情報提供をいただき「居場所づくり」について話し合うことができました。「自分が学生の時とは

全然違うので、話を聞くことができて良かった」等の感想が寄せられました。今年のつどいは例年より多くの参加があり、心配

を抱えているご家庭が多いのだなと感じています。１０月、１１月、２月にも開催を予定しています。今後も参加された方々の

心が少しでも軽くなるようなつどいにしていきたいと思います。多くの方々の参加をお待ちしています。 

６月２６日と７月３日に「チャレンジ教室」を行いました。２６日はふるさと自然体験教室 

「やませみ」のスタッフを講師として招き、竹のクラフト（箸づくり）とボッチャに取り組み、

３日は相模川自然の村野外体験教室「若あゆ」のスタッフを講師として招き、チャレンジドミノと万華鏡づくり、わらリースづ

くりに取り組みました。子どもたちは丁寧に作業を進めることができ、その場に集まった仲間と 

打ち解け、楽しんで活動する様子が見られました。参加者からは「普段体験できないことができ 

たので勉強にもなった」「若あゆに行っていないので、できて良かった」等の感想が寄せられまし 

た。今後は１０月、１１月の「不登校を考えるつどい」と同日に同会場で開催を予定しています。 

たくさんの参加をお待ちしております。 

E メール相談 
（２４時間受

付） 

 


